
公共交通機関利用時の配慮に関する世論調査 （概要）
調査対象 ： 全国の日本国籍を有する18歳以上の3,000人 （有効回収数2,015人、回収率67.2％）

調査期間 ： 令和２年10月１日～同年11月15日
（※新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、調査員と調査対象者の方との接触を回避するため、郵送法で実施）

調査目的 ： 公共交通機関利用時の配慮に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。

調査項目 ： ①優先席、②多機能トイレ、③ベビーカー、④心のバリアフリー

結果公表 ： 令和３年１月29日（金）17時以降に公表

優先席 多機能トイレ

ベビーカー 心のバリアフリー

問 あなたは、電車やバスなどの公共交通機関の優先席に座って
いるときに、高齢者、障害者、妊産婦など優先席が必要とする方
が近くにいることに気づいたら席を譲ろうと思いますか。

譲ろうと思う 約７２%

譲ろうと思わない（※１、※２以外） 約１%

ご自身が高齢者、障害者、妊産婦であるなど優先席を必要と
しているから譲ろうと思わない（※１） 約７%

優先席に座らない（※２） 約１８%

問 あなたは、トイレを利用するときに、多機能トイレを利用しようと
思いますか。

利用しようと思う（※３以外） 約２４%

利用しようと思わない 約６８%

ご自身が高齢者、障害者、妊産婦であるなど多機能トイレを
必要としているから利用しようと思う（※３） 約７%

問 あなたは、「ベビーカーマーク」を知っていましたか。

見た、知っていた 約５７% （参考：平成27年12月調査時：約５３%）

見たことはないし、内容も知らなかった 約４３%
（参考：平成27年12月調査時：約４６%）

問 あなたは、「心のバリアフリー」の考え方が一人でも多くの方に
広まり、すべての人々がお互いに心身の特性や考え方を理解し
支え合うことが、公共交通機関を利用した移動を円滑化するため
に必要だと思いますか。

そう思う 約９６% そう思わない 約４%

問 あなたは、公共交通機関における「心のバリアフリー」の考え方
を広めるために、どのような取組が効果的だと思いますか。

学校などでの教育 約６９%

車内や駅構内等でのアナウンスやポスターでの啓発活動 約６１%

＜留意点＞
・平成27年12月調査は調査員によ
る個別面接調査法で実施してい
るため、郵送法で実施した今回
調査との単純比較は行わないも
のの、認知度は向上している
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